


















分かりやすく利用しやすい
路線網の確立

運行効率の向上 経営の効率化



持続可能なバス路線網の確立に向けた路線再編にあたっての基本的な考え方









◎バス乗車人員と乗車料収入の推移





◎バス当年度純損益・累積損益・資金不足比率の推移







◎地下鉄沿線・沿線外の人口動態



交通局バス運転士の年齢構成（R8.4.1時点）





〇交通局におけるバス運転士の現状



運行効率の上昇を見込みにくい都市構造
(市街化区域面積あたりの人口が少ない)

物価・人件費等の高騰
運行経費の増加

乗車人員の減少
累積赤字の拡大
R7年度末時点で
累積赤字106億円

全路線における赤字
R7年度の営業係数168

大型2種免許保持者の減少 担い手不足の
深刻化

バス事業を継続するため
の運転士確保が困難

2024年問題

バス運転士の約半数が50代以上

地下鉄沿線外(バス利用地域)の人口減少

移動手段の多様化













各交通手段が担う役割のイメージ（※せんだい都市交通プランより）







都市交通としての役割

市民の暮らしの足としての役割





①利用状況データの分析

②運行効率によるグルーピング

③要因分析（重回帰分析）の実施

④系統形状による分類

⑤形状ごとの個別系統分析

⑥運行効率に関係する要因の整理











朝
(6～8時台)

日中
(9～15時台)

夕方
(16～18時台)

深夜
(21～22時台)

夜間
(19～20時台)





：仙台駅 ：都心部 ：学校 ：医療機関：地下鉄駅：ＪＲ駅

：文化施設 ：福祉施設：観光地：商業施設

：泉中央地区 ：長町地区

：該当施設なし

乗車停留所 降車停留所 





【集計条件】
Ｒ７年度平日における精算種別が
「通勤定期」の利用者



：仙台駅 ：都心部 ：学校 ：医療機関：地下鉄駅：ＪＲ駅

：文化施設 ：福祉施設：観光地：商業施設

：泉中央地区 ：長町地区

：該当施設なし

乗車停留所 降車停留所







【集計条件】
Ｒ７年度平日における精算種別が
「通学定期」、「学都フリーパス」、
「せんだいバスＦｒｅｅ+」の利用者



：仙台駅 ：都心部 ：学校 ：医療機関：地下鉄駅：ＪＲ駅

：文化施設 ：福祉施設：観光地：商業施設

：泉中央地区 ：長町地区

：該当施設なし

乗車停留所 降車停留所





【集計条件】
・Ｒ７年度平日における精算種別が
「敬老乗車証」の利用者



中央値(73.6)
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「Bグループ」[n=69]
キロあたり利用者数：多
１日あたり走行キロ：多
１便あたり平均利用者数：33.1人

「Cグループ」[n=69]
キロあたり利用者数：少
１日あたり走行キロ：少
１便あたり平均利用者数：13.0人

「Aグループ」[n=61]
キロあたり利用者数：多
１日あたり走行キロ：少
１便あたり平均利用者数：35.9人

「Dグループ」[n=61]
キロあたり利用者数：少
１日あたり走行キロ：多
１便あたり平均利用者数：19.4人

中央値(2.4)









④ 循環系統
(９系統)

① 都心直通系統
(１３５系統)

② フィーダー系統
(７７系統)

③ 駅間系統
(２４系統)

都心部 都心部鉄道駅

鉄道駅

鉄道駅

鉄道駅



























鉄道駅 鉄道駅



















乗車人員の減少

運行経費の増嵩

担い手不足の深刻化

ビッグデータの分析
 乗降データ(ODデータ)
 運行データ(トラフィックデータ)
 オープンデータ(地域特性)

市バス路線ミライ会議 パブリックコメント

有識者意見・考慮すべき点等











フィーダー化

至仙台駅
鉄道





至都心部バス路線
鉄道路線

ハブ





バス路線A

バス路線B

バス路線C

バス路線

鉄道路線

利用の低いバス路線



①

②

①

②

いすゞ自動車㈱
「ERGA大型路線バス LV ノンステップ」カタログより引用









主な意見カテゴリー



主な意見カテゴリー
























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